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目視検査の構造分析とその最適化 1 Ji 17 日

岡本久人氏(新日本製鉄八幡製鉄所技術部)

口視による熱問圧延製品の走間庇検査のミスネ減少と

作業能本向上をはかるため，目視検査の構造分析を行な

った.欠陥の識別は限の追従運動時に行なわれるが，そ

の際，検査員の視力，視距離，作業速度，照明などによ

って，発見できる庇の大きさは異なる 調査対象として

軌条の走間検定作業をとり，目視検査の作業構造と諸条

件を明らかにした. 検査員の適性判定， 作業方法の設

計，適正ライン速度の決定等の資料に供することができ

る.

ここでは，発見すべき庇の大きさ，ライン速度，検査

要員数等の関係を定量的に明らかにするための具体的な

検討手順例を示す.

① 条件の仮設定

・視距離 (l) : 軌条頭頂部(図 1 )まで1. 2m 

.ライン速度 (5) : lm/sec 

・検査員視力 (e) : 1. 2 制力は視襟を識別できるぎ

りぎりのぬ断と，その視擦の大きさから悦戸jを
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図 3 復力と視角
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図 1 軌条断面の寸法 基準視力: 1. 2 

図 2 角速度と悦力低下

(動体視力)

分単位で求め，その逆数で示す. ) 

・製品表面輝度 (b) : 9EV 

(ただし， ASA 100 の感光度を基準とする. ) 

・庇の大きさ (k): lmm 

② 動体視力の低下:対象が移動する角速度は tan- 1

(5/l) 二子 40度/sec であり，視力1. 2の人がこの角速度で移

動する視標を見るとき，図 2 から，視力は 0.8 に低下す

る. (低下ネ0.67)

③ 輝度による視力の低下:つぎの実験式

低下率=0. 003b'-0. 081b3 + O. 0511b2 + O. 214b-1. 3038 

が求められており，これより低下率は0.82 となる.

④ 視標の補正:視力を補正する代わりに，発見すべ

き庇の大きさのほろを，②，③の侭下率で修正すると，

k'=kxO. 67xO. 82=0. 55(mm) となり，この大きさの

況標を識別するには，視力の定義から，

rrlx 1,000/k'x 180x60=0.63の視力が要求される.

,Q.) 悦}+1 :図 3 によれば，抗力1. 2 (従視点)の人の周

辺悦力が0.63となる視角。は約 2 度である.

⑥ 有効視野:したがって，この条件下における有効

視野はが'g 4cm，両限で 8cm となる.

⑦ |恨球運動:視覚によって物を催日立、するためには網

膜に対する露光時間が必要である.そのため，移動視襟

に対してはl眼球の追従運動が必要となるが，その運動能

力の限界は毎秒 3 回程度である.したがって，以上の条

件下における走間検査では， 1mのうち 8cmX3=24cm

穂度しかカパーできず， 検査ミス発生の可能性が大き

い これを改善するには，ライン速度を落とす，照明改

善，検査員数増等の対策が必要となる.

以上は支部で、発表されたものを事務局の責任で要約し

たものであり，より詳細，正確に知りたい方は[製鉄研

究第290号」をご覧ください支部事務局迫)
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